

























































































































































































































































































 4) 清水安三「排日の解剖」『大正日日新聞』1920年 1月 13・15・19・20日付。
 5) 太田哲男「渋沢栄一と清水安三　日中交流史の一断面」『清水安三・郁子研究』第 7号（桜美林
大学、2015年 3月）
 6) 「支那を語る　賀川豊彦・清水安三対談」『週刊朝日』1939年 4月 16日号、参照。
 7) 小泉郁子の著作は、『男女共学論』（新教育協会、1931年）、『明日の女性教育』（南光社、1933
年）、『女性は動く』（南光社、1935年）の 3冊である。






 11) 「幻」は、King James Versionでは vision、ルター訳ではOffenbarungである。
〔付記〕この文章は、国際基督教大学アジア文化研究所主催のシンポジウム（2015年 11月 28日）での
発表に加筆したものである。内容的には、太田哲男『清水安三と中国』（花伝社、2011年）に依
拠している部分が少なくないことを断っておく。
